
第16回
横浜脳卒中・リハ連携研究会
（Y-CIRCLE)アンケート結果



急性期
33%

回復期
46%

療養
11%

その他
8%

無回答
2%

急性期 回復期 療養 その他 無回答

32 44 10 8 2

勤務（担当）病棟

複数回答：11
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金沢区 神奈川区 中区 港北区 藤沢 泉区 保土ヶ谷 戸塚区 静岡 無回答

金沢区 神奈川区 中区 港北区 藤沢 泉区 保土ヶ谷 戸塚区 静岡 無回答

20 1 6 1 1 4 8 34 5 5

施設住所



医師 看護師 PT OT ST MSW 事務 その他 無回答

4 24 17 12 4 10 10 2 2
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医師 看護師 PT OT ST MSW 事務 その他 無回答

職業

複数回答：２



研修内容の業務貢献について
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

大変活かせる

やや活かせる

どちらともいえない

ほとんど活かせない

まったく活かせない

無回答

大変活か
せる

やや活か
せる

どちらとも
いえない

ほとんど活
かせない

まったく活
かせない

無回答

20 43 9 13



今回は何回目の参加となりますか

初めて 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目以上

25 16 14 8 6 16
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研究報告について
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

大変満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

大変不満

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満

25 46 12 2 0



症例リレー
0 10 20 30 40 50

大変満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

大変不満

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満

21 47 13 1
無回答 ３



特別講演
0 10 20 30 40 50

大変満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

大変不満

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満

46 32 1 0 0
無回答 ６



（質問） ●研究会に参加してどのような点が良かったですか

特別講演

特別講演が良かった。　脳卒中について大変勉強になりました。

脳塞栓症の現状について知ることができた。

とても勉強になった

コメディカル、スタッフにも非常にわかりやすい内容だった

とても分かりやすく最近の知見を学ぶことができました

ｔPA療法、超急性期血管内治療

最新治療について知る事が出来た点。急性期勤務ではないのでこのような機会でなければ聞けない内容を分かりやすく学ばせて頂けました

他院のｔPAにおける問題や抗凝固薬の最近の動向を知れて良かったです。

心原性塞栓症の最新治療を知れたこと

他多数

新しい知見に繋がった

症例を通しケースを見つめ直す機会となったこと。治療の現状について学ぶ機会が得られたこと

具体的な困難点の改善が理解できる

opeや薬について治療の流れ等、具体的な取り組みを知れた

治療と時間の大切さ

症例リレー

症例リレーが参考になった

2つの症例でどのようにリハや看護に介入できたか知れて良かった

無事症例リレーの発表を見ることができた

症例リレーでのチームとしての関わりが学べた事

交流

研究【症例）など他の病院の内容参考になる

病院の症例を知れた

他施設との交流ができた事

他院の対応アプローチを知れて良かった

多くの施設の他職種の方々とお話しできる点

回復期の様子が分かったのが良かった



（質問） ●研究報告について感想をお書きください

若い方の症例には高齢者とはまた違うアプローチが必要なのだという事を実感しました。

若年の報告は初めてではないだろうか、そういうケースも面白いと思う

高次機能障害の理解が深まった

訓練立案について参考になった

リハビリ観点での発表は解りやすかった

患者自身と家族の病識についてどう関わっているのか気になった

重症例のリハ介入の様子を知れて良かった

がんばっているという印象

大変勉強になった

今後の職務に生かしていきたいと思いました。

在宅へ戻るという事、少し感動しました

とても勉強になった

症例報告

もう少し生活着目した方が良いかと

研究ではなくシングルケースであったことが残念だった

家族は在宅を希望していましたが本人は復職希望していました。どちらの希望が優先なのかと感じました。本人がレベル高いところを

希望している場合そこを目指して動くべきと思います。それに本人のやる気にもつながります。

急な発表であった為、脳卒中ではなく頭部外傷になってしまった。研究会のテーマとはズレが生じてしまったことが悔やまれる

今後も研究報告を楽しみにしているが研究の対象などアンケートを取って困難事例等多く研究できたらよいのでは



復職援助が中心となったケースについて

復職へ繋がった症例

連携がうまくいかなかった事例など

重症例の改善例

寺島さん　PD　横浜医療センター　5月くらいENT

ソーシャルの調整に苦労した例

高次脳機能障害で社会復帰が困難なケース

職場復帰、車の運転を目指すケース

失敗ケース

病院→老健→在宅、　病院→リハ病院→在宅

失語症に対するアプローチ、工夫

高次脳機能障害やせん妄を呈する症例

自宅ENTした脊損のケース

回復期での職場復帰リハビリや運動などのアプローチ症例

急性期病院での問題点と回復期病院での問題点が共有されていない様に感じた

（質問） ●聞いてみたい症例リレーのケース



心疾患との関連症例

寺田教授　昭和大学藤が丘HP

リハビリ　　高次脳の薬物治療

脳画像の診断について

脳画像から見る予後予測

外科的な治療を聞いてみたい

脳血管疾患の機能予後

西山先生の講演をもう一度聞きたい

（質問） ●聞いてみたいテーマや講師がいればお書きください。



時間（遅い、長い）

時間も少し早め　OR　週末なら同じ時間がよい

休憩はなしでいいので、終了時刻を早く定時で行ってほしい

時間がもう少し短いと参加しやすいと思います

質疑して時間をかける方が良いかとｘ３

駅に近い会場

発表がメインでディスカッションの時間が少ない

看護の場面の充実

（質問） ●どのような点が改善されれば次回も参加したいですか



参加者の名簿があれば情報交換会の際さらに顔のみえる交流ができる

ちょっと暑い

全県に広がる為の方法の検討

発表の際、1分前などに合図があるとより発表し易かったです。

挨拶が長い

●その他・要望等ございましたらご自由にご記入ください。



第16回横浜脳卒中・リハ連携研究会（Y-CIRCLE)アンケート結果
（回収枚数　85）

勤務（担当）病棟

急性期 回復期 療養 その他 無回答 複数回答 計

32 44 10 8 2 11 85
施設住所

金沢区 神奈川区 中区 港北区 藤沢 泉区 保土ヶ谷 戸塚区 静岡 無回答 計

20 1 6 1 1 4 8 34 5 5 85
職業

医師 看護師 PT OT ST MSW 事務 その他 無回答 複数回答 計

4 24 17 12 4 10 10 2 2 2 85

研修内容の業務貢献について

大変活か
せる

やや活か
せる

どちらとも
いえない

ほとんど活
かせない

まったく活
かせない

無回答 計

20 43 9 13 85

今回は何回目の参加となりますか

初めて 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目以上 無回答 計

25 16 14 8 6 16 85

研究報告について

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満 無回答 計

25 46 12 2 85
症例リレー

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満 無回答 計

21 47 13 1 3 85
特別講演

大変満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 大変不満 無回答 計

46 32 1 6 85
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